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膜孔径と処理対象物質の大きさ

プレフィルター





クリプトスポリジウム　5μm


サイクロスポーラ　8 ～ 10μm


懸濁物質　　1μm


大腸菌　　　 1μm


ミクロスポリジア　


　　　　　　　1～2μm


　（コレラ菌　0.5μm ）


ウイルス


小児麻痺ウイルス　　　　 0.01μm


日本脳炎ウイルス　　　　 0.02μm


インフルエンザウイルス　0.08μm


大孔径膜


孔径　2μm


MF膜


孔径　0.05 ～ 0.2μm


UF膜


孔径　0.001 ～ 0.01μm
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HHEE (2E—3) 10pg-TEQ/L

20034 A BIEKR—RRGEFRATIE 2,500pg-TEQ/L 0.004pg-TEQ/L 99.99984%

20035 % B Biatk—REAFHREIE 9,000pe-TEQ/L 0.035pg-TEQ/L 99.99961%
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Sheet1

		

				工事年度 コウジネンド				２００３年度 ネンド				２００３年度 ネンド

				工事名 コウジメイ		排出基準（全国一律） ハイシュツキジュンゼンコクイチリツ		四国某自治体一般焼却炉解体工事 シコクボウジチタイイッパンショウキャクロカイタイコウジ				九州某自治体一般焼却炉解体工事 キュウシュウボウジチタイイッパンショウキャクロカイタイコウジ

				対象水 タイショウスイ				原水 ゲンスイ		処理水 ショリスイ		原水 ゲンスイ		処理水 ショリスイ

				カドミウム		0.1mg/L		0.039		0.008		0.069		0.033

				シアン化合物 カゴウブツ		1mg/L		< 0.01		< 0.01		< 0.025		< 0.025

				有機リン ユウキ		1mg/L		< 0.1		< 0.1		< 0.05		< 0.05

				鉛 ナマリ		0.1mg/L		6.2		0.05		12		< 0.01

				六価クロム ロクカ		0.5mg/L		< 0.05		< 0.05		< 0.02		< 0.02

				砒素 ヒソ		0.1mg/L		0.04		< 0.01		0.011		< 0.005

				総水銀 ソウスイギン		0.005mg/L		< 0.0005		< 0.0005		< 0.0005		< 0.0005

				アルキル水銀 スイギン		検出されないこと ケンシュツ		< 0.0005		< 0.0005		検出されず ケンシュツ		検出されず ケンシュツ

				PCB		0.003mg/L		< 0.0005		< 0.0005		< 0.0005		< 0.0005

				トリクロロエチレン		0.3mg/L		< 0.03		< 0.03		< 0.002		< 0.002

				テトラクロロエチレン		0.1mg/L		< 0.01		< 0.01		< 0.002		< 0.002

				ジクロロメタン		0.2mg/L		0.02		< 0.02		< 0.002		< 0.002

				四塩化炭素 ヨンエンカタンソ		0.02mg/L		< 0.002		< 0.002		< 0.002		< 0.002

				1,2-ジクロロエタン		0.04mg/L		< 0.004		< 0.004		< 0.002		< 0.002

				1,1-ジクロロエチレン		0.2mg/L		< 0.02		< 0.02		< 0.002		< 0.002

				シス-1,2-ジクロロエチレン		0.4mg/L		< 0.04		< 0.04		< 0.002		< 0.002

				1,1,1-トリクロロエタン		3mg/L		< 0.3		< 0.3		< 0.002		< 0.002

				1,1,2-トリクロロエタン		0.06mg/L		< 0.006		< 0.006		< 0.002		< 0.002

				1,3-ジクロロプロペン		0.02mg/L		< 0.002		< 0.002		< 0.002		< 0.002

				チラウム		0.06mg/L		< 0.006		< 0.006		< 0.006		< 0.006

				シマジン		0.03mg/L		< 0.003		< 0.003		< 0.003		< 0.003

				チオベンカルブ		0.2mg/L		< 0.02		< 0.02		< 0.02		< 0.02

				ベンゼン		0.1mg/L		< 0.01		< 0.01		< 0.002		< 0.002

				セレン		0.1mg/L		0.02		0.01		< 0.005		< 0.005

				ほう素 ソ		10mg/L		0.9		0.6		0.43		0.37

				ふっ素 ソ		8mg/L		0.6		0.2		0.62		0.32

				ｱﾝﾓﾆｱ、ｱﾝﾓﾆｱ化合物 カゴウブツ		100mg/L		< 1		< 1		4.5		3.4

				工事年度 コウジネンド				２００３年度 ネンド				２００３年度 ネンド

				工事名 コウジメイ		排出基準（全国一律） ハイシュツキジュンゼンコクイチリツ		四国某自治体一般焼却炉解体工事 シコクボウジチタイイッパンショウキャクロカイタイコウジ				九州某自治体一般焼却炉解体工事 キュウシュウボウジチタイイッパンショウキャクロカイタイコウジ

				対象水 タイショウスイ				原水 ゲンスイ		処理水 ショリスイ		原水 ゲンスイ		処理水 ショリスイ

				ｐH		5.8-8.6		7.7		7.6		6.9		9.5

				BOD		160mg/L（日間平均 120mg/L） ヒカンヘイキン		110		22		1.8		4.3

				COD		160mg/L（日間平均 120mg/L） ヒカンヘイキン		220		68		-		-

				SS		200mg/L（日間平均 150mg/L） ヒカンヘイキン		1100		< 0.5		420		2.5

				油分（鉱物油） アブラブンコウブツユ		5mg/L		1		< 1		< 0.5		< 0.5

				油分（動植物油） アブラブンドウショクブツアブラ		30mg/L		-		-		< 0.5		< 0.5

				フェノール類 ルイ		5mg/L		< 0.5		< 0.5		< 0.025		< 0.025

				銅 ドウ		3mg/L		1.2		0.2		6.8		< 0.02

				亜鉛 アエン		5mg/L		5.9		0.2		28		0.04

				溶解性Fe化合物 ヨウカイセイカゴウブツ		10mg/L		1		< 1.0		0.05		< 0.02

				溶解性Mn化合物 ヨウカイセイカゴウブツ		10mg/L		0.9		0.4		7.3		1.2

				全クロム ゼン		2mg/L		0.26		< 0.02		0.08		< 0.02

				大腸菌群数 ダイチョウキングンスウ		日間平均 3000個/cm3 ヒカンヘイキンコ		12000		0		-		-

				窒素含有量 チッソガンユウリョウ		120mg/L（日間平均 60mg/L） ヒカンヘイキン		26		9.7		6.4		5.2

				燐含有量 リンガンユウリョウ		16mg/L（日間平均 8mg/L） ヒカンヘイキン		9.6		< 0.5		3.9		0.13





Sheet3

		

		工事年度 コウジネンド		工事名 コウジメイ		原水 ゲンスイ		処理水 ショリスイ		除去率 ジョキョリツ

				排出基準（全国一律） ハイシュツキジュンゼンコクイチリツ				10pg-TEQ/L

		２００３年度 ネンド		Ａ 自治体一般焼却炉解体工事 ジチタイイッパンショウキャクロカイタイコウジ		2,500pg-TEQ/L		0.004pg-TEQ/L		99.99984%

		２００３年度 ネンド		Ｂ 自治体一般焼却炉解体工事 ジチタイイッパンショウキャクロカイタイコウジ		9,000pg-TEQ/L		0.035pg-TEQ/L		99.99961%
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